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い
る
ケ
ー
ス
や
、
直
ち
に
は
就
労
で
き
な
い

諸
事
情
を
抱
え
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
場
合
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
み
で
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
は
難

し
い
の
で
、
福
祉
を
専
門
と
す
る
機
関
と
の

連
携
を
積
極
的
に
図
る
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
５
月
に
求
職
者
支
援
制
度
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
こ
そ
、
雇

用
と
福
祉
の
連
携
を
必
要
と
し
て
い
る
の
に

も
関
わ
ら
ず
、
自
治
体
は
制
度
か
ら
は
ず
さ

れ
、
求
職
者
に
対
す
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
も
保

障
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
求

職
者
支
援
を
有
効
に
展
開
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
ば
か
り
か
、
お
金
と
人
力
の
無
駄
遣
い

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
地
域
に
お
け
る
連
携
と
い
う
点
で

言
え
ば
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の
関
係
も
十

分
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
た
と

え
ば
、
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
は
京
都
市
内
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
市
の
福
祉
は

府
で
は
な
く
市
が
主
に
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
雇
用
と
福
祉
の
連
携
と
い
う
点
で
は
、

必
然
的
に
京
都
府
と
京
都
市
の
連
携
が
必
要

で
す
。
し
か
し
、
京
都
市
の
福
祉
関
係
の
職

員
に
は
、
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
や
ラ
イ
フ
＆

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
に
関
す
る
情
報
が
十
分
に
周

知
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
聞
き
ま
す
。ぜ
ひ
、

こ
の
点
の
改
善
を
図
り
、
京
都
一
体
と
な
っ

た
体
制
の
強
化
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

日　
　

時
：
２
０
１
１
年
９
月
18
（
日
）・
19
日
（
月
祝
）

集
合
時
間
：
Ａ
Ｍ
９
：
30

集
合
場
所
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
事
務
所
前

研
修
会
場
：「
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
イ
ン
倉
敷
」

参
加
費
用
：
１
８
、０
０
０
円
（
旅
費
・
宿
泊
費
・
懇
親
会
費
含
む
）

定　
　

員
：
30
名

申
込
締
切
：
８
月
31
日

︻
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
︼

9
月
18
日

Ａ
Ｍ
９
：
30　

集
合

Ｐ
Ｍ
12
：
00　

昼
食
（
各
自
）

Ｐ
Ｍ
13
：
30　

�「
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
イ
ン
倉
敷
」

着

Ｐ
Ｍ
14
：
00

　
　
　
　

←　
　
　
　

　
　

�

現
地
見
学
及
び
研
修
会
「
地
域
の
活
性

化
と
東
日
本
大
震
災
支
援
の
あ
り
方
」

　

こ
の
度
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ン
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
合
同
企
画
と
し
て
、
前
回
の
海
津

大
崎
で
の
お
花
見
交
流
会
に
引
き
続
き
、
今
回
は
岡
山
県
倉
敷
市
に
て
、『
地
域
の
活
性
化
と
東
日
本
大
震
災
支
援
に
つ
い
て
』

研
修
旅
行
を
下
記
の
通
り
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

行
き
帰
り
と
も
，
当
ホ
テ
ル
の
貸
切
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
ご
多
忙
と
は
思
い
ま
す
が
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
理
事
・
高
橋
尚
子
）

一
泊
研
修
旅
行
　
初
秋
の
倉
敷
へ主

催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト

協
力　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ン

Ｐ
Ｍ
17
：
00　
　

Ｐ
Ｍ
18
：
00　

懇
親
会

9
月
19
日

Ａ
Ｍ
10
：
00　

�「
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
イ
ン
倉

敷
」
出
発

　
　
　
　

←　
�

倉
敷
美
観
地
区
観
光
と

「
大
原
美
術
館
」
の
見
学

Ｐ
Ｍ
14
：
00　

倉
敷
出
発

Ｐ
Ｍ
18
：
00　

解
散

▲

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
イ
ン
倉
敷
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雇
用
労
働
行
政
は
国
に
一
元
化
さ
れ
ま
し

た
。
大
阪
府
は
改
め
て
、
雇
用
・
労
働
行
政

に
ど
う
取
組
む
か
を
検
討
。
そ
の
結
果
、

２
０
０
２
年
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、
就
職
困

難
者
の
支
援
を
、
市
町
村
を
中
心
に
取
組
む

と
い
う
も
の
。
最
初
、
市
町
村
の
反
応
は
あ

ま
り
よ
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
豊
中
で
始

ま
る
ま
で
に
1
年
半
か
か
り
ま
し
た
。
で
も

3
年
で
す
べ
て
の
市
町
村
に
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

【
編
集
部
】

　

従
来
の
地
方
自
治
体
で
は
、
労
働
相
談
や

勤
労
者
福
祉
、
中
小
企
業
対
策
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
豊
中
市
の
特
徴
は｢

無
料
職

業
紹
介
事
業｣

の
開
設
を
は
じ
め
地
域
就
労

支
援
事
業
な
ど
雇
用
問
題
に
積
極
的
に
関
与

し
て
き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
き
っ
か
け

は
何
な
の
で
す
か
。

【
西
岡
さ
ん
】

　

２
０
０
３
年
に
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
相
談
は
増
加
の
一

誌
上
イ
ン
タ
ビ
ュー

『
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
』
の
拡
大
を

　
―
豊
中
市
が
め
ざ
す
就
労
支
援
は
職
業
紹
介
と
は
似
て
非
な
る
モ
ノ

豊
中
市
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長　

西
岡
正
次
さ
ん
に
聞
く

　

内
閣
府
の
進
め
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
先
行
５
地
域
（
釧
路
、

横
浜
、
京
都
、
福
岡
、
沖
縄
）
に
続
き
、

第
二
次
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
大
阪

府
な
ど
14
地
域
）
が
本
年
度
か
ら
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
就
労

支
援
と
生
活
支
援
つ
ま
り
雇
用
と
福
祉

を
一
体
的
に
推
進
す
る
国
の
新
た
な
試

み
で
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
既
に
こ
の

よ
う
な
支
援
活
動
を
実
践
的
に
担
っ
て

来
た
経
験
を
お
持
ち
の
豊
中
市
職
員
の

西
岡
正
次
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
編
集
部
】

　

２
０
０
８
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
降
、
経
済
環
境
や
雇
用
環
境
が
大
き
く

変
化
し
、
内
閣
府
が
進
め
る
パ
ー
ソ
ナ

ル
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
同
様
に
豊
中
市
に
お
い
て
も
独
自
の

就
労
支
援
対
策
事
業
を
開
始
す
る
に
至
っ

た
社
会
的
な
背
景
や
事
情
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

【
西
岡
さ
ん
】

　

豊
中
市
が
就
労
支
援
に
取
組
む
き
っ
か

け
は
、
２
つ
。
１
つ
は
90
年
代
後
半
以
降

の
雇
用
の
悪
化
で
、
失
業
が
増
え
た
だ
け

で
な
く
、
働
き
た
く
て
も
自
力
で
は
労
働

市
場
に
参
加
で
き
な
い
就
職
困
難
者
が
想

像
以
上
に
拡
大
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
障

害
者
、
高
齢
者
、
母
子
家
庭
の
母
親
、
困

難
を
抱
え
た
若
者
…
…
、
就
職
活
動
を
諦

め
、
非
労
働
力
人
口
に
移
行
し
た
人
も
多

い
。
こ
れ
ら
は
失
業
率
に
は
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
ま
せ
ん
。
も
う
１
つ
は
、
労
働
行
政
の

変
化
で
す
。
２
０
０
０
年
の
分
権
改
革
で

途
で
、
同
時
に
就
職
困
難
者
は
採
用
ま
で
の

苦
労
の
ほ
か
に
、
も
っ
と
不
安
な
の
が
継
続
就

労
で
し
た
。
様
々
な
困
難
、
苦
手
な
こ
と
を

抱
え
な
が
ら
も
、
強
み
を
伸
ば
し
て
継
続
し

て
働
き
た
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
を
働
く
現
場

で
サ
ポ
ー
ト
で
き
な
い
か
、
そ
の
た
め
に
は

採
用
企
業
と
私
た
ち
支
援
機
関
が
い
い
関
係

を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
出
口
（
求
人
）
を
用

意
し
て
く
れ
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
存
在
は
頼
も

し
い
が
、
こ
う
し
た
、
き
め
細
か
な
就
労
支
援

は
基
礎
自
治
体
が
担
当
す
る
方
が
い
い
の
で
は

な
い
か
。
そ
の
た
め
に
無
料
職
業
紹
介
事
業

を
は
じ
め
ま
し
た
。
当
然
、
相
談
者
に
あ
っ
た

出
口
（
求
人
や
職
業
体
験
実
習
等
）
を
開
発

す
る
こ
と
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
が
…
…
。

【
編
集
部
】　

　

90
年
代
の
半
ば
以
降
、
非
正
規
雇
用
の
増

大
と
格
差
の
拡
大
問
題
が
こ
の
国
を
覆
っ
て

き
ま
し
た
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
る
な
ど

し
て
自
分
の
力
だ
け
で
は
、
就
職
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
た
ち
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
一
般
的
に
就
労
困
難
者
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
が
、
ど
の
よ

う
な
層
の
人
た
ち
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。

【
西
岡
さ
ん
】

　
「
働
く
意
欲
・
希
望
が
あ
り
な
が
ら
、
年

齢
や
身
体
的
機
能
、
家
族
構
成
、
出
身
地
な

ど
の
理
由
に
よ
っ
て
自
力
で
は
就
労
を
実
現

で
き
ず
、
就
労
に
向
け
た
支
援
を
必
要
と
す
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る
人
、
あ
る
い
は
雇
用
・
就
労
に
関
す
る
意

識
が
希
薄
な
学
卒
無
業
者
な
ど
」
と
大
阪
府

は
規
定
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
障
害
者
や

高
齢
者
、
母
子
家
庭
の
母
親
、
若
者
、
在
住

外
国
人
な
ど
で
、
し
か
も
居
住
地
に
近
い
就

労
を
望
ん
で
い
る
人
が
多
い
。
広
域
の
流
動

化
も
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
ま
た
濱
口
桂
一

郎
さ
ん
が
言
う
「
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
」
の

日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
は
就
職
困
難
者
に
は

き
び
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
や
強
み
に
着

目
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
に
は
「
ジ
ョ

ブ
型
」
雇
用
へ
の
理
解
が
広
が
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
人
事
担
当
が
言
う
「
課
題
を
て

き
ぱ
き
で
き
」「
チ
ー
ム
で
仕
事
す
る
」
と

い
っ
た
条
件
は
、
精
神
疾
患
や
心
理
的
な
課

題
を
か
か
え
る
若
者
な
ど
は
い
き
な
り
対
応

す
る
の
は
難
し
い
。
貧
困
等
の
た
め
望
む
教

育
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
を
利
用
で
き
な
い
人
も
多

い
。
仕
事
、
雇
用
の
現
場
が
変
化
し
て
い
る

以
上
、
就
職
（
準
備
）
活
動
も
い
っ
そ
う
複

雑
に
な
っ
て
い
る
。
生
活
習
慣
や
社
会
生
活

の
立
て
直
し
を
い
っ
し
ょ
に
進
め
る
ケ
ー
ス

も
多
い
。

【
編
集
部
】

　

豊
中
市
で
は
、
地
域
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
（
２
０
０
３
年
）
と
無
料
職
業
紹
介
所

（
２
０
０
５
年
）
を
開
設
し
、
年
々
利
用
者

も
増
え
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
こ

の
度
、
豊
中
市
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
は
異
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
西
岡
さ
ん
】

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
の
発
想
は
、
就

労
支
援
事
業
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
豊
中

市
の
モ
デ
ル
事
業
は
、
３
つ
の
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
構
成
し
ま
し
た
。
豊
中
く
ら
し
か

ん
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
就
労
支
援
等
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
・
モ
デ
ル
を
つ
く
り
ま

す
。
豊
中
市
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
運
営
協
議

会
の
開
設
）
は
、
専
門
家
集
団
に
よ
る
チ
ー

ム
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
地
域
就
労
支
援
等

や
他
の
支
援
機
関
で
悩
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
、

踏
み
込
め
な
か
っ
た
分
野
等
を
分
担
し
、

サ
ポ
ー
ト
・
モ
デ
ル
を
つ
く
り
ま
す
。
豊
中

市
社
会
福
祉
協
議
会
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
の
取
組
み
を

ベ
ー
ス
に
、
制
度
に
よ
る
支
援
に
つ
な
が
り

に
く
か
っ
た
ケ
ー
ス
等
を
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

し
、
サ
ポ
ー
ト
・
モ
デ
ル
を
つ
く
り
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
を
通
じ
て
、
就
職
困
難
者
や
長

期
離
職
者
等
の
支
援
、
ひ
き
こ
も
り
等
の
若

者
支
援
、
障
害
者
の
支
援
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
た
包
括
的
な
サ
ポ
ー
ト
の
課
題
、
サ
ポ
ー

ト
を
必
要
と
す
る
当
事
者
に
寄
り
添
っ
た
、

個
別
的
・
包
括
的
（
制
度
横
断
的
）
継
続
的

な
支
援
や
サ
ポ
ー
タ
ー
人
材
の
あ
り
方
を
さ

ぐ
る
予
定
で
す
。

【
編
集
部
】

　

年
々
利
用
者
が
拡
大
し
て
い
る
と
お
聞
き

し
て
い
ま
す
が
、
確
か
に
働
き
づ
ら
さ
（
阻

害
要
因
）
複
雑
さ
の
拡
大
、
相
談
・
支
援
期

間
の
長
期
化
に
よ
っ
て
、
延
べ
人
数
は
増
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
新
規
の
相
談
者
も
実

際
に
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
増
え
て

い
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
層
の
方
で
す
か
。

【
西
岡
さ
ん
】

　

相
談
者
数
、
相
談
件
数
な
ど
を
、
阻
害
要

因
別
（
府
の
統
計
区
分
）
に
み
る
と
以
下
の

と
お
り
で
す
。

　

中
高
年
が
も
っ
と
も
多
く
、
障
害
者
、
若

年
者
、
母
子
家
庭
の
母
親
の
順
で
す
。
最

近
、
目
立
っ
て
い
る
の
が
若
者
、
と
く
に

「
ひ
き
こ
も
り
等
」
の
相
談
で
す
。
21
年
度

【全体】
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

全体の相談者数 246人 445人 514人 469人 631人
新規相談者数 349人 334人 336人 506人
過年度相談者数 96人 180人 133人 125人
全体の相談件数 769件 1478件 1892件 1803件 2055件
全体の就職者数 111人 172人 185人 154人 185人
【若年者】（※34歳未満）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
新規相談者数 13人 27人 30人 47人 48人
うちニート・ひきこもり等 10人 17人 18人 23人 11人
過年度相談者数 11人 11人 20人 17人 12人
相談者計 24人 38人 50人 64人 60人
就職者数 9人 17人 17人 31人 16人
【中高年齢者】（※35歳以上）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
新規相談者数 96人 168人 157人 189人 331人
過年度相談者数 28人 49人 78人 59人 70人
相談者計 124人 217人 235人 248人 401人
就職者数 61人 75人 97人 78人 113人
【母子家庭の母親等】

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
新規相談者数 42人 95人 81人 29人 40人
過年度相談者数 5人 12人 38人 16人 9人
相談者計 47人 107人 119人 45人 49人
就職者数 27人 53人 47人 23人 25人
【障害者】

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
新規相談者数 34人 59人 66人 71人 87人
過年度相談者数 17人 24人 44人 41人 34人
相談者計 51人 83人 110人 112人 121人
就職者数 14人 27人 24人 22人 31人
◆無料職業紹介所　推移（合同面接会含む）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
新規求職者数（人） 58 181 96 832 1211
新規求人数（人） 169 843 603 1335 1794
求人件数（件） 92 337 262 536 705
求人企業数 53 173 153 281 343
紹介件数（件） 37 137 94 733 1383
就職件数（件） 27 46 29 94 186

地域就労支援センター等による相談・支援の推移
◆地域就労支援センター　相談・支援の推移
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は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
2
人
体
制
で
、
面

談
予
約
「
１
か
月
待
ち
」
状
態
が
1
年
中
続

き
ま
し
た
。
2
人
体
制
で
対
応
可
能
な
数
値

で
す
。
22
年
度
当
初
に
3
人
体
制
、
途
中
に

５
人
体
制
に
し
ま
し
た
。

【
編
集
部
】

　

新
規
の
相
談
者
が
増
え
て
い
る
と
す
る
な

ら
ば
、
社
会
的
な
背
景
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

豊
中
市
の
相
談
機
関
が
就
労
を
含
め
た｢
寄

り
添
い
方
支
援｣

の
実
績
を
上
げ
て
い
る
な

ど
、
口
コ
ミ
で
か
な
り
豊
中
市
民
に
そ
の
評

判
が
広
が
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
初
め
て
相
談
に
見
え
て
来
ら
れ

た
方
に
対
す
る
イ
ン
テ
ー
ク
の
方
法
に
つ
い

て
注
意
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

単
な
る
市
役
所
の
広
報
だ
け
の
手
法
の
優
劣

で
は
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

【
西
岡
さ
ん
】

　

相
談
の
き
っ
か
け
は
、
広
報
等
を
通
じ
た

ケ
ー
ス
は
１
／
３
、
他
の
窓
口
、
支
援
機
関

経
由
が
１
／
３
、
知
人
や
近
所
の
人
の
口
コ

ミ
が
１
／
３
で
す
。
最
近
、
他
の
支
援
機
関

や
口
コ
ミ
が
増
え
て
い
ま
す
。
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
の
理
解
が
進
ん
だ
こ
と
は
う
れ
し
い
。

　

働
く
上
で
ど
ん
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
の

か
？
就
職
活
動
で
ど
ん
な
苦
労
し
て
い
る

の
か
？
苦
労
が
重
な
っ
て
意
欲
を
失
っ
て

い
る
背
景
は
何
か
？
就
労
を
支
え
る
家
族
や

健
康
、
日
常
生
活
に
課
題
は
な
い
か
？
子
ど

も
の
こ
と
が
心
配
で
働
き
た
く
て
も
働
け
な

い
、
で
も
働
き
た
い
？
…
…
。
い
ろ
い
ろ

な
事
情
を
抱
え
、
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
が
な

く
孤
立
し
た
相
談
者
に
、
必
要
な
支
援
、「
居

場
所
、
出
番
」
等
を
機
動
的
に
提
案
で
き
る

こ
と
が
目
標
だ
と
思
い
ま
す
。
当
た
り
前
で

す
が
、
相
談
者
本
人
が
起
点
で
、
聞
き
取
り

も
大
事
で
す
。
同
じ
く
ら
い
重
視
し
て
い
る

の
が
、
本
人
に
あ
っ
た
居
場
所
も
含
め
た
出

口
、
力
を
発
揮
で
き
る
出
番
を
ど
れ
だ
け
用

意
で
き
る
か
、
で
す
。
一
方
、
就
労
支
援
は
、

職
業
紹
介
だ
と
勘
違
い
し
て
い
る
人
も
多
い
。

【
編
集
部
】

　

社
会
的
な
引
き
こ
も
り
や
障
害
な
ど
か
ら

長
期
に
わ
た
っ
て
、
自
主
的
な
就
労
活
動
が

で
き
な
い
人
た
ち
や
就
労
経
験
や
社
会
参
加

の
機
会
を
持
っ
た
こ
と
が
な
い
人
に
と
っ
て
、

自
分
か
ら
希
望
す
る
職
種
や
企
業
を
見
極

め
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
対
し
て
相
談
・
支

援
を
行
う
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
人
た
ち
自

身
の
課
題
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
西
岡
さ
ん
】

　

不
安
や
し
ん
ど
さ
、
訴
え
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、
本
人
が
解
決
で
き
る
、
し
て
い

く
課
題
や
目
標
を
い
っ
し
ょ
に
つ
く
っ
て

い
け
る
の
か
？
見
立
て
、
見
極
め
の
問
題
で

す
。
解
決
す
る
課
題
が
見
え
た
ら
、
職
場
体

験
実
習
や
企
業
の
見
学
、
少
人
数
で
行
う
就

活
実
践
塾
な
ど
、
す
ぐ
そ
の
た
め
の
行
動
メ

ニ
ュ
ー
に
仕
立
て
、
本
人
の
出
番
を
つ
く

る
、
そ
ん
な
プ
ロ
セ
ス
で
本
人
で
し
か
解
決

で
き
な
い
課
題
が
見
え
、
共
有
で
き
ま
す
。

障
害
を
障
害
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
、
目
標
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

【
編
集
部
】

　

豊
中
市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
就
労
が
困
難

な
人
た
ち
に
で
も
就
労
先
を
紹
介
で
き
る
よ

う
な
い
わ
ゆ
る｢

出
口
戦
略｣

が
あ
る
、
つ

ま
り
独
自
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
含
め
た
企
業
な

ど
就
労
先
の
開
拓
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が,

そ
れ
は
職
員
以
外
が
担
っ
て
い

る
の
で
す
か
。

【
西
岡
さ
ん
】

　

市
の
無
料
職
業
紹
介
所
に
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま

す
。
相
談
者
に
あ
っ
た
求
人
や
体
験
先
な
ど

を
探
し
、
つ
な
い
で
い
ま
す
。
ま
た
企
業
を
応

援
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
求
人
な
ど
を
生
み

出
し
た
り
、
雇
用
の
質
を
上
げ
る
取
組
み
も

し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
導
入

促
進
事
業
、
障
害
者
雇
用
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

も
大
事
な
仕
事
で
す
。
企
業
と
の
関
係
、
地

域
労
働
市
場
に
し
っ
か
り
根
を
下
ろ
す
こ
と

が
基
礎
自
治
体
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
編
集
部
】

　

既
に
他
の
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
パ
ー

ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ

て
、
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
参

考
に
な
る
教
訓
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
ご
教
示
下
さ
い
。

【
西
岡
さ
ん
】

　

各
地
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
活
動
を
ベ
ー

ス
に
特
色
の
あ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

き
っ
と
、
自
立
・
就
労
支
援
を
め
ぐ
る
既
存

サ
ー
ビ
ス
の
隘
路
を
突
破
す
る
も
の
が
生
ま

れ
る
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
自
治
体
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
も
革
新

さ
れ
る
道
筋
を
見
出
し
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

最
近
、
釧
路
市
の
生
活
保
護
分
野
の
自
立

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
報
告
を
読
み
ま

し
た
。
釧
路
市
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動

も
す
ば
ら
し
い
の
で
す
が
、
私
は
自
立
・
就

労
に
関
す
る
釧
路
市
生
活
福
祉
事
務
所
の
真

摯
な
自
己
改
革
、
議
論
と
実
践
に
も
拍
手
を

送
り
た
い
。
地
域
か
ら
「
福
祉
事
務
所　

明

る
く
な
っ
た
ね
」
な
ん
て
親
し
ま
れ
る
、
相

談
に
い
き
や
す
い
存
在
に
変
わ
る
プ
ロ
セ
ス

が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
た
く
な
い
。
豊
中
市

で
、
モ
デ
ル
事
業
と
と
も
に
、
既
存
の
社
会

サ
ー
ビ
ス
の
変
革
と
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
を
同
時
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
、
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
が
今
始
ま
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
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秋
季
連
続
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト

協
賛
　
社
団
法
人
京
都
勤
労
者
学
園

後
援
　
京
都
府
・
京
都
商
工
会
議
所
・
京
都
府
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
京
都
府
中
小
企
業
労
務
改
善
集
団
連
合
会

第
１
回

「
東
日
本
大
震
災
後
の
経
済
環
境
の
変
化
と

中
小
企
業
へ
の
影
響
」

　

２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
後
、

次
第
に
上
向
い
た
日
本
経
済
は
、
東
日
本
大

　
　

新
規
学
卒
者
の
就
職
活
動
が
困
難

を
極
め
る
中
、
こ
れ
ま
で
目
が
向
け
ら

れ
な
か
っ
た
雇
用
先
と
し
て
の
中
小
企

業
の
存
在
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
と
も
す
れ
ば
学
生
は
、
将
来
へ
の

安
定
志
向
や
恵
ま
れ
た
処
遇
に
目
が
行

き
ま
す
が
、
中
小
企
業
に
は
大
企
業
に

は
な
い
魅
力
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
も

見
逃
せ
ま
せ
ん
。
他
方
で
時
間
外
労
働

の
支
払
い
請
求
や
職
場
の
精
神
疾
患
な

ど
様
々
な
労
働
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
た

な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
雇
用
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
問
わ
れ
る
い
ま
、
中
小
企
業

が
新
し
い
人
材
を
吸
収
し
、
育
て
る
に

は
ど
の
よ
う
な
課
題
が
問
わ
れ
て
い
る

か
に
つ
い
て
全
５
回
に
亘
っ
て
学
び
ま

す
。

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
よ
り
良
い

職
場
改
善
の
方
法
を
探
り
ま
す
。

日　

時
：�

10
月
３
日
（
月
）
午
後
６
時
15
分

～
午
後
８
時
15
分

講　

師
：
神
野
沙
樹
（
社
会
保
険
労
務
士
）

第
３
回

「
中
小
企
業
の
労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
現
状
と
未

然
防
止
に
向
け
た
課
題
」

存
続
を
も
危
う
く
し
ま
す
。
労
働
災
害
の
発

生
に
伴
い
事
業
主
に
課
せ
ら
れ
る
責
任
に
つ

い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
災
害
等
に
対
す
る
適

切
な
備
え
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日　

時
：��

10
月
24
日
（
月
）
午
後
６
時
15
分

～
午
後
８
時
15
分

講　

師
：�

篠
原
耕
一
（
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
・
元
労
働
基
準
監
督
官
）

第
５
回

「
職
場
に
お
け
る
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
課

題
と
対
策
」

　

13
年
連
続
１
日
平
均
82
人
を
超
え
る
自

「
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
の
変
化
と

人
事
労
務
管
理
上
の
課
題
」

結
び
つ
く
の
か
、
逆
に
停
滞
を
も
た
ら
す
の

か
、
調
査
の
専
門
家
で
あ
る
財
務
ア
ナ
リ
ス

ト
が
易
し
く
語
り
ま
す
。

日　

時
：�

９
月
21
日
（
水
）
午
後
６
時
15

分
～
午
後
８
時
15
分

講　

師
：�

齋
藤
英
則（
帝
国
デ
ー
タ
ー
バ
ン
ク
）

第
２
回

「
中
小
企
業
の
雇
用
管
理
と
福
利
厚
生
や
処

遇
の
改
善
に
向
け
た
課
題
」

　

近
年
、
中
小
企
業
に
お
い
て
も
正
社
員
以

外
の
様
々
な
雇
用
形
態
や
業
務
委
託
契
約
な

ど
様
々
な
働
き
方
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ト

震
災
の
直
撃
を
受
け

て
再
び
危
機
を
迎
え

て
い
ま
す
。
震
災
復

興
が
は
た
し
て
、
今

後
の
事
業
の
拡
大
に

ラ
ブ
ル
が
起
き
な
い

雇
用
契
約
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
、

そ
し
て
、
個
々
が
活

躍
で
き
る
組
織
を
作

　

解
雇
・
賃
金
不
払

い
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ

ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
働

ト
ラ
ブ
ル
の
発
生

は
、
事
業
所
外
へ
の

労
働
相
談
や
労
働
基
準
監
督
署
へ
の
告
発
な

ど
に
繋
が
り
、
事
業
主
に
と
っ
て
大
き
な
損

失
で
す
。
あ
っ
せ
ん
申
請
な
ど
問
題
解
決
の

方
法
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
対

策
の
方
法
を
考
え
ま
す
。

日　

時
：�

10
月
15
日
（
土
）
午
後
６
時
15
分

～
午
後
８
時
15
分

講　

師
：
臼
田
一
彦
（
社
会
保
険
労
務
士
）

第
４
回

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
安
全
衛
生
対
策
は

何
故
、
職
場
に
必
要
な
の
か
」

　

仕
事
に
起
因
し
た
事
故
や
心
身
の
疾
患
の

発
生
は
、
職
場
の
労

働
生
産
性
を
低
下
さ

せ
、
時
に
関
係
者
へ

の
高
額
な
補
償
を
要

す
る
な
ど
、
事
業
の

殺
者
数
の
背
景
に

は
、
精
神
疾
患
の
増

加
が
あ
り
、
既
に
わ

が
国
の
政
策
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
メ

ン
タ
ル
不
調
に
な
ら
な
い
、
さ
せ
な
い
為
に

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
、
復
職
者
の
対
応

を
周
囲
は
ど
の
よ
う
に
接
す
れ
ば
良
い
の

か
、
本
人
、
会
社
、
医
療
現
場
の
役
割
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

日　

時
：�

11
月
５
日
（
土
）
午
後
６
時
15
分

～
午
後
８
時
15
分

講　

師
：�

宮
本
理
恵
子
（
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
社
会
保
険
労
務
士
）

　

参
加
費　

一　

般　

各
回
、
２
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　

正
会
員　

特
典
制
度
が
あ
り
。

※�

尚
、
参
加
費
の
一
部
は
、
東
日
本
震
災
被
災

者
義
援
金
と
し
て
利
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••
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近
畿
地
方
に
は
高
原
は
な
い
だ
ろ
う
―

と
思
っ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
ど
こ
に
？

　

私
に
は
信
州
―
「
み
す
ず
か
る
」
と
い

う
清
々
し
い
枕
詞
が
ふ
さ
わ
し
い
信
濃
に
、

で
あ
る
。「
み
す
ず
か
る
信
濃
…
」
と
口
に

す
る
だ
け
で
晴
朗
な
風
が
吹
き
抜
け
る
よ

う
だ
。

　

信
濃
の
国
の
名
の
謂い
わ

れ
に
は
「
科し
な

」
の

木
が
自
生
す
る
と
い
う
説
、「
篠
野
」（
笹

の
生
い
茂
る
土
地
）、
と
す
る
説
、
し
な
や

か
な
曲
線
の
裾
野
を
持
つ
土
地
の
意
・「
撓た
わ

野の｣

と
す
る
説
な
ど
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

私
に
は
最
後
の
意
味
ー
な
だ
ら
か
な
裾
野

の
広
が
る
光
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。

「
旅
行
」

こ
の
小
さ
な
駅
で　

鉄
道
の
柵
の
ま
は
り

に　

夕
方
が
ゐ
る　

着
い
て
僕
は

た
そ
が
れ
る
だ
ら
う

…
途み
ち

の
上
に
し
づ
か
な
煙
の
に
ほ
ひ

僕
の
一
歩
が
そ
れ
を
つ
き
や
ぶ
る

森
が
見
え
る　

畑
に
人
が
い
る

こ
の
村
で
は
鴉
が
鳴
い
て
ゐ
る

や
が
て
僕
は
疲
れ
た
僕
を
固
い
平
ら
な

黒
い
寝
床
に
眠
ら
せ
る
だ
ら
う

洋ラ
ン
プ燈
の
明
り
に

過
ぎ
た
今け

日ふ

を
思
ひ
な
が
ら

　

私
の
高
原
へ
の
思
い
は
こ
の
詩
あ
た
り
か

ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
立
原
道
造
と
い
う
詩
人

の
作
品
だ
が
、
高
校
生
の
時
に
彼
と
出
会
っ

て
以
来
今
な
お
私
の
詩
の
出
発
点
で
あ
り
続

け
る
。

　

ま
る
で
英
文
の
直
訳
の
よ
う
に
少
し
口
ご

も
り
な
が
ら
、
素
直
な
優
し
い
言
葉
で
語
る
。

し
か
し
、
今
思
う
と
そ
の
詩
に
は
ど
こ
か
死

の
影
が
ち
ら
つ
く
。
幼
い
な
が
ら
も
魅
か
れ

た
の
は
、
美
し
い
か
ら
こ
そ
長
く
は
続
か
な

い
夏
の
日
々
の
突
き
抜
け
た
明
る
さ
だ
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
彼
の
思
い
に
近
づ
き
た

く
て
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
に
泊
ま
り
な
が
ら
軽
井
沢
や
浅
間
山
の
麓

あ
た
り
を
歩
い
た
日
々
が
懐
か
し
い
。

　

高
原
は
人
の
手
が
な
し
た
森
林
の
変
形
の

一
つ
だ
。
数
千
年
く
ら
い
前
は
お
お
む
ね
ど

の
高
原
地
帯
も
深
い
森
林
だ
っ
た
と
い
う
。

高
原
の
夏

上
　
野
　
　
都

人
が
住
み
始
め
、
人
の
手
で
伐
採
や
開
墾
、

放
牧
な
ど
に
よ
り
森
が
消
え
、
ス
ス
キ
の

原
に
な
り
芝
草
の
原
に
な
り
、
な
だ
ら
か

な
起
伏
を
見
せ
る
草
原
に
変
わ
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
の
手
入
れ
の
さ
れ
た
高
原
も
、

放
置
す
れ
ば
い
つ
か
は
森
へ
戻
っ
て
ゆ
く
。

戻
る
と
き
は
数
倍
の
速
さ
で
あ
ろ
う
。
減

反
で
放
置
さ
れ
た
田
ん
ぼ
が
、
あ
っ
と
い

う
ま
に
荒
れ
地
に
姿
を
変
え
る
身
近
な
農

村
の
光
景
を
見
れ
ば
わ
か
る
。

　

人
の
手
で
営
々
と
保
た
れ
て
き
た
多
彩

な
自
然
も
、
科
学
と
呼
ば
れ
る
添
え
木
を

は
ず
せ
ば
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
凶
暴
な
素
顔

を
見
せ
る
。
見
た
く
な
い
も
の
を
技
術
の

論
理
で
覆
っ
て
き
た
あ
げ
く
が
今
回
の
福

島
の
原
発
事
故
、
核
の
暴
虐
だ
。

　

今
に
な
っ
て
、
核
の
力
を
借
り
築
い
て

き
た
「
発
展
」
と
い
う
も
の
の
実
態
を
知

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
も
、
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
て
…
。

我
々
が
奪
っ
て
き
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
牙

を
む
い
て
帰
っ
て
き
た
感
が
あ
る
。
人
間

の
脆
弱
さ
を
認
め
な
が
ら
も
右
往
左
往
す

る
ば
か
り
で
、
誰
も
鎮
め
る
こ
と
の
で
き

な
い
自
然
の
怒
り
。
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
て
ゆ
く
し
か
な
い
。

「
さ
び
し
き
野
辺
」

い
ま　

だ
れ
か
が　

私
に

花
の
名
を　

さ
さ
や
い
て
行
っ
た

私
の
耳
に　

風
が　

そ
れ
を
告
げ
た

追
憶
の
日
の
や
う
に

い
ま　

だ
れ
か
が　

し
づ
か
に

身
を
お
こ
す　

私
の
そ
ば
に

も
つ
れ
飛
ぶ　

ち
ひ
さ
い
蝶て
ふ

ら
に

手
を
さ
し
の
べ
る
よ
う
に

あ
あ　

し
か
し　

と

な
ぜ
私
は　

い
ふ
の
だ
ろ
う

そ
の
ひ
と
は　

だ
れ
で
も
い
い　

と

い
ま　

だ
れ
か
が　

と
ほ
く

私
の
名
を　

よ
ん
で
い
る
…
…

あ
あ　

し
か
し　

私
は
答
え
な
い

お
ま
え　

だ
れ
で
も
な
い
ひ
と
に

　

こ
の
夏
、
％
単
位
の
数
字
に
削
ら
れ
る

よ
う
な
厳
し
い
暮
ら
し
が
待
っ
て
い
よ
う

が
、
こ
れ
は
ど
こ
か
人
の
世
を
遠
く
、
手

か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
も
の
の
確
か
さ
だ
け

が
伝
わ
る
よ
う
な
詩
。

　

年
を
重
ね
る
ほ
ど
に
、「
高
原
の
夏
」
は

遥
か
に
遠
い
。

「
旅
行
」「
さ
び
し
き
野
辺
」
は
『
立
原
道

造
詩
集
』（
神
保
光
太
郎
編
）
白
鳳
社
よ
り

抜
粋
。

あ
っ
た
か
歳
時
記
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乾
電
池
の
山
に
涙
が
出
ま
し
た

フ
ジ
グ
リ
ー
ン
と
ち
ぎ　

柏 

倉
　
裕

　

あ
れ
か
ら
４
カ
月
が
た
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
あ
れ
以
来
、
心

の
底
か
ら
大
笑
い
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
せ

ん
。ど
う
し
て
か
、安
心
し
て
笑
え
な
く
な
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
と
は
い

え
、
目
の
前
の
仕
事
を
あ
く
せ
く
こ
な
し
、

何
と
か
や
り
く
り
す
る
日
々
で
す
が
。

　

地
震
、
原
発
、
停
電
と
き
て
、
そ
れ
こ
そ

気
持
ち
も
暗
く
沈
ん
で
い
た
時
、
笹
尾
さ
ん

は
じ
め
京
都
の
皆
さ
ん
か
ら
戴
い
た
乾
電
池

の
山
は
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　
「
中
家
さ
ん
て
い
う
方
か
ら
い
っ
ぱ
い
届

い
て
る
わ
よ
」「
中
本
さ
ん
、
知
っ
て
る
？
」

「
き
ょ
う
は
竹
原
さ
ん
て
い
う
人
か
ら
よ
、

も
う
大
丈
夫
だ
か
ら
っ
て
、
お
礼
の
電
話
し

て
ね
」。
興
奮
気
味
の
妻
の
声
が
小
生
の
携

帯
か
ら
聞
こ
え
る
の
で
し
た
。
あ
の
時
は
、

町
一
帯
が
停
電
し
電
話
も
通
じ
な
か
っ
た
茨

城
県
大
子
町
（
福
島
第
一
原
発
か
ら
80
㎞
）

に
い
る
連
れ
合
い
の
母
も
わ
が
ア
パ
ー
ト
に

避
難
し
、
高
１
に
な
っ
た
ば
か
り
の
息
子
も

外
に
出
ら
れ
ず
で
、
せ
っ
か
く
の
春
休
み
が

台
無
し
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

あ
れ
か
ら
4
カ
月
、と
い
う
か
あ
れ
以
来
、

原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
は
甚
大
で
す
。

私
の
住
む
栃
木
県
で
は
北
部
の
那
須
、
大
田

原
で
野
菜
、
茶
葉
に
基
準
値
を
超
え
る
セ
シ

ウ
ム
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
光
、
鬼
怒

川
な
ど
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が

相
次
ぎ
、
修
学
旅
行
を
中
止
す
る
学
校
も
増

え
た
そ
う
で
す
。街
か
ら
人
が
消
え
ま
し
た
。

首
都
圏
や
中
部
、
近
畿
に
住
む
人
か
ら
す
れ

ば
、
汚
染
地
域
に
近
づ
い
て
い
く
よ
う
な
も

の
で
す
か
ら
仕
方
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
と
、
人
ご
と
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の

が
間
違
い
で
し
た
。
長
年
の
得
意
先
か
ら
出

荷
拒
否
を
受
け
た
の
で
す
。

　

私
の
会
社
で
は
メ
グ
ス
リ
ノ
キ
と
い
う
カ

エ
デ
科
の
薬
木
を
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
が
眼
精
疲
労
や
肝
臓
障
害
に
よ
い
と
い
わ

れ
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
健
康
飲
料
の
原
料
に

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
も
原
料
加
工

メ
ー
カ
ー
に
ｔ
単
位
で
納
入
し
、
８
０
０
万

ほ
ど
の
売
り
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
5
月
、
注
文
を
受
け
て
伐
採
し
、
念
の
た

め
放
射
能
の
測
定
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
22
ベ

ク
レ
ル
の
セ
シ
ウ
ム
を
検
出
。
し
か
し
こ
の

程
度
の
数
値
は
想
定
内
で
し
た
。
厚
生
労
働

省
が
定
め
て
い
る
飲
料
の
基
準
値
は
２
０
０

ベ
ク
レ
ル
で
、
こ
れ
か
ら
み
る
と
大
幅
に
低

い
レ
ベ
ル
で
す
。
取
引
先
に
も
数
値
を
報
告

し
、
高
圧
洗
浄
機
で
落
と
し
ま
す
か
ら
大
丈

夫
で
す
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
で
す
。
先
方
か
ら
の
返
答
は
そ

れ
こ
そ
想
定
外
の
も
の
で
し
た
。「
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
見
送
ら
せ
て
下
さ
い
」

　

愕
然
と
し
、
急
に
先
が
見
え
な
く
な
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
冷
静
に
考
え

て
み
れ
ば
、
た
と
え
わ
ず
か
で
も
汚
染
さ
れ

て
い
る
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
に
躊
躇
す
る

の
は
当
た
り
前
で
す
。
低
い
数
値
だ
か
ら

大
丈
夫
、
と
い
う
思
考
に
い
つ
の
間
に
か
は

ま
っ
て
い
る
の
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
で
は
東
電
や
政
府
の
主
張
と
同
じ
じ
ゃ
な

い
か
と
。

　

県
の
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
東
京
電
力
に
損
害
賠

償
請
求
の
手
続
き
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
も
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。
し
か
し
お
客
様

や
消
費
者
の
皆
様
に
は
、
繰
り
返
し
測
定
を

続
け
、
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
安
心
で
き
る

製
品
を
提
供
し
、
時
間
を
か
け
て
ご
理
解
を

か
な
り
ま
す
が
…
…
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
乾
電
池
を
山
の

よ
う
に
送
っ
て
下
さ
っ
た
中
家
延
子
さ
ん
、

中
本
通
雄
さ
ん
、
竹
原
八
郎
さ
ん
に
改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
助
か
り
ま
し

た
。
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
の
、
そ
れ
こ
そ
心

温
ま
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
仕
事
を
し
す
ぎ
た
時
に
は
、

安
全
な
め
ぐ
す
り
の
木
の
お
茶
で
疲
れ
た
目

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
飲

み
過
ぎ
た
あ
と
に
も
、
め
ぐ
す
り
の
木
の
お

茶
で
肝
臓
を
い
た
わ
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
東
北
に
も
お
出
か

け
頂
き
、
美
味
し
い
も
の
を
お
な
か
い
っ
ぱ

い
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
ご

近
所
や
お
子
さ
ん
に
も
、
東
北
の
お
土
産
を

い
っ
ぱ
い
差
し
上
げ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

　

去
る
３
月
11
日
の
大
震
災
に
よ
っ

て
、
栃
木
県
で
も
停
電
が
続
き
母
親
の

介
護
に
困
っ
た
当
法
人
の
会
員
で
あ

る
柏
倉
裕
さ
ん
か
ら
「
乾
電
池
が
欲
し

い
」
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
の
は
、
震
災

後
の
間
も
な
い
頃
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
、

急
遽
当
法
人
の
パ
ソ
コ
ン
で
そ
の
旨

を
伝
え
た
と
こ
ろ
幾
人
の
人
達
が
そ

れ
に
協
力
し
て
く
れ
た
。
こ
の
度
、
柏

倉
さ
ん
か
ら
編
集
部
に
そ
の
お
礼
と

近
況
が
届
け
ら
れ
た
の
で
こ
こ
に
紹

介
し
ま
す
。

頂
い
て
い
く

し
か
あ
り
ま

せ
ん
。幸
い
、

事
故
以
前
に

収
穫
し
た
原

料
を
数
ト
ン

備
蓄
し
て
あ

り
ま
す
の
で

当
面
は
何
と

倉庫に積まれたメグスリノキ原木

メ
グ
ス
リ
ノ
キ
茶
の
ご
連
絡
及
び
ご
注
文
先

　

℡　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　

０
１
２
０

－

７
３
０

－

４
７
７

　
　
　

http://w
w
w
.m
egusurinoki.net/
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当法人の活動へのご理解を賜り、本年度も引き続き年会費または寄付金をお願いします。
　　（１）正会員は、年間１口５，０００円です。個人として総会での議決権を有します。
　　（２）協力会員は、年間１口１０，０００円です。団体としての参加ですから総会での議決権はありません。
　　　　＊個人、団体会員で２口以上の複数口数加入者には、特典として
　　　　　今回も、春秋セミナーの受講が無料になりますのでご利用下さい。
　　（３）賛助会員は、年間１口３，０００円ですが、当法人の活動に直接参加できない方のための制度です。
　　　　 従って、総会での議決権はありません。
　　（４）会報読者寄付金制度は、１口３，０００円です。
　　　　　当法人の活動に間接的に関与して頂く方々のための制度です。
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「
労
働
と
社
会
保
障
の
専
門
家
集
団
」
を
自
認
す
る
私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
法
人
は
、
こ
の
間
労
働
分
野
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
普
及
に
努
め
て
き
た
つ
も
り
だ
。
発
足
当
時
、
新
聞
報
道
が
「
労
働
者
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」

と
表
現
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
当
法
人
が
労
働
者
側
の
立
場
で
活
動
を
進
め
て
い
る
と
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
労
使
い
ず
れ
か
の
立
場
に
立
脚
し
て
活
動
し
て
き
た
つ
も
り
は
な
い
。
私
た
ち
法
人
の

進
め
る
活
動
は
、
労
働
法
令
の
遵
守
を
国
民
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
（
良
識
・
常
識
）
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
か
ら
だ
。

そ
も
そ
も
労
働
力
の
保
全
を
意
図
し
て
い
る
労
働
法
の
体
系
そ
の
も
の
が
、
結
果
と
し
て
労
働
者
を
保
護
す
る
性

格
を
持
っ
て
い
る
だ
け
に
、
そ
の
よ
う
に
見
え
る
だ
け
だ
が
、
当
初
か
ら
私
た
ち
の
立
場
は
一
貫
し
て
い
る
。

　

経
済
も
金
融
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
世
界
が
一
蓮
托
生
と
な
る
時
代
に
お
い
て
、
一
社
だ
け
が
富
と
力
を
集
積

し
よ
う
と
い
う
欲
望
こ
そ
が
時
代
錯
誤
的
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
と
い
う
名
前
が
冠
さ
れ
、

そ
の
存
在
が
新
規
学
卒
者
を
含
め
た
若
者
の
就
職
活
動
を
さ
ら
に
不
安
に
さ
せ
て
い
る
。

　

２
０
０
６
年
か
ら
当
法
人
の
社
会
保
険
労
務
士
が
担
っ
て
い
る
労
働
・
社
会
保
険
を
含
む
労
働
法
令
関
係
の
「
出

前
授
業
」
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
も
あ
っ
て
、
次
第
に
教
師
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
だ
。

今
回
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介
さ
れ
た
鳥
羽
高
校
定
時
制
に
お
け
る
「
寸
劇
」
は
、
労
働
関
連
法

の
知
識
が
定
時
制
高
校
の
生
徒
に
と
っ
て
他
人
事
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
演
じ
ら
れ

た
も
の
だ
。
今
回
、初
め
て
そ
れ
を
演
じ
た
女
性
社
労
士
の
手
記
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
秋
季
セ
ミ
ナ
ー
は「
中
小
企
業
」の
存
在
そ
の
も
の
を
取
り
上
げ
た
。
個
別
労
働
関
係
ト
ラ
ブ
ル
の
大
半
は
、「
中

小
企
業
」
に
集
中
し
て
い
る
。
但
し
、労
働
相
談
の
中
に
は
、働
き
や
す
い
職
場
環
境
と
仕
事
へ
の
や
り
が
い
を
も
っ

て
臨
み
た
い
と
い
う
労
働
者
が
い
る
。
そ
れ
を
「
京
都
府
非
正
規
労
働
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
に
寄
せ
ら
れ
た
労
働
相

談
の
一
例
か
ら
本
誌
に
紹
介
し
た
。
東
日
本
大
震
災
が
与
え
た
「
中
小
企
業
」
へ
の
影
響
は
、
労
働
者
の
解
雇
や

一
時
休
業
を
余
儀
な
く
し
た
が
、
そ
れ
が
労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
残
念
な
こ
と
だ
。

　

震
災
な
ど
災
害
発
生
時
に
あ
わ
て
な
い
た
め
に
は
、
常
日
頃
か
ら
企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
問
わ
れ
て

い
る
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
５
人
の
講
師
は
、
い
ず
れ
も
当
法
人
に
は
初
登
場
の
方
々
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
す
ま

す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
時
代
に
、
社
会
保
険
労
務
士
は
、
自
ら
の
職
業
を
守
る
た
め
に
も
顧
問
先
の
社
長
や
労
務

担
当
者
が
労
働
法
令
や
労
働
・
社
会
保
険
の
適
用
に
明
る
く
、
賢
く
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
は
ず

だ
。
そ
の
た
め
の
労
を
取
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
は
な
ら
な
い
。
彼
ら
を
誘
っ
て
是
非
、
参
加
し
て
ほ
し
い
。

　

人
並
み
に
働
い
て
生
活
が
で
き
る
こ
と
さ
え
難
し
い
時
代
に
な
っ
た
。
雇
用
と
福
祉
の
連
携
つ
ま
り
就
労
支
援

と
生
活
保
障
の
一
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
、
内
閣
府
の
進
め
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

事
業
だ
。
今
回
、
本
誌
に
投
稿
い
た
だ
い
た
五
石
敬
路
さ
ん
は
、
そ
の
検
討
委
員
会
の
お
一
人
だ
。
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
彼
の
著
書
と
併
せ
て
読
ん
で
ほ
し
い
。

　

豊
中
市
は
、
先
行
５
地
域
モ
デ
ル
事
業
か
ら
本
年
度
14
地
域
に
追
加
さ
れ
た
一
つ
だ
が
、
既
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
・

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
機
関
車
を
走
ら
せ
て
い
た
。
そ
こ
に
国
か
ら
の
財
源
が
追
加
さ
れ
て
馬
力
も
つ
い
た
。
そ
の
中

心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
西
岡
正
次
さ
ん
に
地
方
自
治
体
に
お
け
る
雇
用
の
確
保
に
向
け
た
出
口
戦
略
の
一
つ
で
あ
る

「
無
料
職
業
紹
介
事
業
」
の
役
割
と
課
題
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
し
た
。
と
も
す
れ
ば
、
大
卒
の
就
職
先
が
な
い
か
ら

「
中
小
企
業
」
の
存
在
を
見
直
そ
う
と
い
う
論
調
と
は
、
一
線
を
画
す
る
取
り
組
み
だ
。
必
ず
や
学
ぶ
べ
き
こ
と
が

多
い
は
ず
だ
。

　

第
６
回
総
会
で
は
、
新
し
い
理
事
の
一
人
と
し
て
高
橋
尚
子
さ
ん
を
迎
え
た
。
彼
女
の
所
属
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ン
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
が
、
お
互
い
の
持
ち
味
を
発
揮
し
て
、
両
組
織
が

連
携
し
、活
動
の
活
発
化
を
意
図
し
た
か
ら
だ
。
既
に
今
春
「
海
津
大
崎
・
花
見
交
流
会
」
で
お
世
話
に
な
っ
た
が
、

そ
の
時
の
参
加
者
の
一
人
か
ら
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
読
ん
で
ほ
し
い
。

　

本
誌
で
案
内
し
て
い
る
「
初
秋
の
倉
敷
、
研
修
旅
行
」
は
、
同
法
人
の
所
有
す
る
ホ
テ
ル
を
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
計
画
だ
。
同
法
人
の
高
橋
英
夫
理
事
長
は
、
従
来
か
ら
の
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
に
加
え
、
東
日
本
震
災
の
ハ
ウ

ス
レ
ス
者
へ
の
支
援
事
業
を
地
域
の
活
性
化
計
画
の
一
つ
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
が
具
体
化
で
き
る
か

ど
う
か
は
、
両
者
の
連
携
の
在
り
方
を
問
う
新
し
い
試
金
石
と
な
り
そ
う
だ
。�
（
笹
尾
）

■ご相談とお問合せ

特定非営利法人　あったかサポート事務局　

●お問い合せ時間　平日／10：00～17：00（土・日・祝日は休業）
●ご相談　土・日・祝日に関わらず、別途設定します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
HP  http://www.k4.dion.ne.jp/~attaka33
E-mail  attaka-support@r6.dion.ne.jp

075-352-2640TEL
FAX 075-352-2646
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